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 What's OOL TestBed?

 History

 機能紹介

 テストベッドの課題と今後

Agenda
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What is OOL TestBed?
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OOL テストベッドとは

 ユースケースとShowCase

 常設のShowCaseを実現しすることで、シーズとニーズをマッチ
ングさせたユースケースの実証実験を効率的かつ迅速に可能
とする

 OpenStack with SDN as a Service

 SDN/OpenStack技術を用いて試験環境のオンラインかつ自動
化された環境
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History
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History
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2013年度 2014年度 2015年度

オンラインサービス開始

オフラインサービス開始

ネットワーク構成変更
(トポロジ形成パターンの拡張)

テストベッド企画
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Login

Test bed user

OpenCenter

OpenStack自動構築

OF-Patch

物理トポロジ作成

OOL

operator DB
Clonezilla

バックアップ・リストア

２０１３年度
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システムサーバ システムサーバ

基幹ネットワーク
(L2 SW)

OF-Patch
約48port

検証用ノード

２０１３年度 – 物理構成
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２０１４年度

利用者

サイト間接続

ポータルサイト
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OF-Patch
約160port

検証用ノード

システムサーバ

基幹ネットワーク
(L2 SW)

２０１４年度 – 物理構成
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OF-Patch
約240port

基幹ネットワーク
(L2 SW)

検証用ノード

システムサーバ

２０１５年度 – 物理構成
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機能紹介
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テストベッドで可能なこと①

①オンラインからベアメタルなリソースの利用

Site

【実行サーバ郡】
Express 5800

【計測器】
IXIA

【実行スイッチ郡】
Centec V350

PF5240F

Your Site

Internet
BBA
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テストベッドで可能なこと②

②オンラインから"OF-Patch"による

物理的ネットワークトポロジの形成
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テストベッドで可能なこと③

③OpenStack環境の自動構築
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テストベッドで可能なこと④

④検証環境のフルバックアップ

Backup

Restore
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テストベッド利用紹介 – 予約

1.Environment(検証構成)を作成

２．予約期間を指定する
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リモートアクセス

OpenStack自動構築

バックアップ・リストア

テストベッド利用紹介 – 利用開始
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利用構成実績

 目的

 OpenStack標準ロードバランサと自社製仮想アプライアンスとの性能比較

 ポイント

 IXIA(IxLoad)を利用したトラフィックジェネレート

 ダイナミックなトポロジを形成

 OpenStackを手動構築ながらも連携した検証
IXIA

スイッチ

OOLネットワーク OOLネットワーク
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課題と今後
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課題

 13年度から“自動化されたベアメタル“という方針のもと多々
機能を追加してきたが..

 初期からあらゆるものを引きずりつつ、機能を組み合わせて
運用

 受け口が狭い

 利用促進されない
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 Open InnovationとEcosystem

 テストベッドというコンセプトモデルを作り上げる

 テストベッドはオープンな"場"にする

 テストベッドにおける情報・成果を"オープン"にする

 テストベッドに情報・技術が蓄積され、発信できる

 レイヤを問わない多くの企業、エンジニアが集える場所とする
ことで新たなマーケット、既存マーケット拡大やイノベーションを
加速させる
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コンセプト（検討中）
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 Software Defined Infrastructureを徹底した

オンラインかつ自動化された環境の追求

 多くのテストベッド、パートナー環境との連携

 “場”、“フォーラム”としての価値を高め、促進

マーケティングの強化

 プロジェクト成果の吸収
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アプローチ（検討中）
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Thank You!


